


















   孝行の道厚からず、殊に無礼におわせしによって、果して冥加なく早く過させ給なるべし。 
   敵国の兵といえば、皆討ち亡さでは叶わざるようにおわしましし。 
   信長公御身金石をも欺くほどに、信を堅く守り給いしによって、人の非を以ての外に憎み戒 













   すべてこの人（信長）、天性残忍にして、詐力をもって志を得られき。されば、その終りを 










   信長は猜忌、（源）頼朝とり勝れり、その残暴は、頼朝の為さざるところなり。 




















































































   神々の社には、通常、日本では神体と称する石がある。それは神像の心と実体を意味するが、 
   安土にはそれがなく、予自ら神体である、と言っていた。 
 
 さらに、 
     
   信長は自分の誕生日に、己を生き神とする祭典を大々的に催し、武士のみならず庶民の参詣 



































































































   信長上洛につき、此方迷惑せしめ候。去々年以来難題を懸け申すにつきて、随分扱いをな 





























































































































































































































































































   関東衆、馬上の攻め者にて、是れ又、馬入るべき行にて、押し太鼓を打ちて、懸かり来たり、 

























































































































































































































































































































































    
   とにもかくにも我々を崇敬して、影後にても仇に思ふべからず、我々ある方へは、足をも刺 
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